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研究成果の概要（和文）：平成21年から5年間にわたって、研究会による共同研究を推進すると共に、各自、その研究
成果を内外に発表することに努めて来た。関根は旧新約聖書の哲学的含意を闡明し、その成果を国際学会で発表すると
共に英文の著作”Philosophical Interpretation of the Old Testament”として公刊した。三嶋はベッサリオンにつ
いての論考と共にプラトンについての英語の論文を発表した。出村はアウグスティヌスの「心」(cor)について研究を
進め、国際学会で口頭発表すると共に、英語の論文を発表した。高橋はプラトンの神観念について『国家』と『法律』
を中心に検討し、複数の論考を発表した。

研究成果の概要（英文）：All through five years of the project we attempted to promote our research into ou
r topic both through the joint seminars held regularly and continuous individual works. We also tried to m
ake our results open to public through presentations at the international conferences, publication of arti
cles and books. Sekine clarified the philosophical implications of the Bible and recently published "Philo
sophical Interpretations of the Old Testament" in English. Mishima published several articles on Bessarion
 and an English article on Plato.
Demura investigated into Augustine's concept of cor and read papers at the international conferences and p
ublished  English articles on the subject. Takahashi did research into the theological ideas of Plato main
ly expressed in "the Republic" and "the Laws" and published several articles.
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様 式 Ｃ－１９、Ｆ－１９、Ｚ－１９（共通） 

１．研究開始当初の背景 
（１） 古代ユダヤ思想と古代ギリシア思想
との比較研究としては、両者の相違を強調す
る Th・ボーマンの著作『ヘブライ人とギリ
シア人の思惟』があるが、研究代表者を務め
る関根自身は『倫理思想の源流』および『倫
理の探索』においてむしろ両者に通底するも
のを探っている。2008 年６月に上梓した『旧
約聖書と哲学』では、これに加えて、「受難」
に関する両者の思索・態度の対照を強調した。 
 
（２） 哲学と宗教の対話、すなわち知と信
をめぐる問題については、日本倫理学会大会
のシンポジウムでの報告を集めた論文集『信
と知』がヘブライズムとヘレニズムにおける
信と知の問題のみならず、近現代哲学と日本
倫理思想におけるその問題の展開を論じて
いる。代表者の『旧約聖書と哲学』は、ユダ
ヤ・キリスト教の伝統が現代において如何な
る意味を持ちうるのかを、旧約学の方法を踏
まえた精緻なテキスト読解に基づきつつ（文
献的解釈学の実践）、古代から現代に至る哲
学的思索との対話を通じて考察した（哲学的
解釈学の実践）。これにより、「神なき時代」
とも言われる現代においても、旧約の神理解
は現代の倫理的諸問題の解決に示唆を与え、
一神教理解を深めるものであることを明ら
かにした。 
 
（３） 以上のような内外の研究状況を踏ま
え、代表者のこれまでの研究成果を、他の専
門分野の分担者との共同研究に開いて、より
多角的に、かつまたより長期にわたる歴史的
な文脈に置き直して再検討することで、現代
における宗教の哲学的意義をより深く解明
することが期待されると考えた。より多角的
かつ歴史的な文脈について具体的に述べる
ならば、①ユダヤ教を批判的に継承し、ギリ
シア哲学を受容しつつ対決することで独自
の教義を樹立したキリスト教古代教父、②東
方世界に生まれたキリスト者でありつつ、ギ
リシア的伝統に沈潜した者、③そして両者に
通底する古代ギリシアの哲学者、という、三
つの時代あるいは人物たちのことである。 
それゆえ本研究は、代表者の古代ユダヤ教
研究に基礎を置きつつ、古代教父思想の専門
家（出村）、古代ギリシア哲学のその後の展
開についての専門家（三嶋）、また古代ギリ
シア哲学の専門家（三嶋、高橋）といった研
究分担者との連携において組織されている。 
 
２．研究の目的 
（１） 古代ユダヤ思想における神観念とそ
れに基づく人間の宗教的心性・態度を明らか
にすること。その際、現代的観点からは教条
主義的・独善的に思われがちな旧約的信の在
り方が、必ずしもそうではなく、むしろ現代
へのメッセージを湛えたものであることを
示す。もとよりこの課題は、関根がすでに遂
行してきた研究課題であるが、今までの研究

成果をあるいはより深め、あるいはその欠を
補うという仕方で、この研究課題を遂行する。 
 
（２） 古代ギリシア哲学、とりわけソクラ
テスにおけるダイモニオン、プラトンの自動
する魂と神との関わり、アリストテレスのエ
ネルゲイアとしての神、などについて考察し、
哲学という営みが、彼らの神観念といかなる
仕方で関わっていたのかを明らかにする。主
に高橋が、三嶋と協力しつつ、この課題を遂
行する。 
 
（３） 古代教父、とりわけアウグスティヌ
スにおける信と知のありようを明確にする。
その際、この課題の遂行者である出村は、来
年度中に刊行を予定している『アウグスティ
ヌスの「心」の哲学』に結実する諸研究の一
部を遂行し、かつまたそれらを発展させつつ
研究を進める。アウグスティヌスにおいて
｢心｣は信と知とが切り結びつつ宿る場であ
ったからである。 
 
（４） 15世紀に東方ギリシア世界に生まれ、
後にローマ・カトリック教会の枢機卿となっ
たバシリオス・ベッサリオンにおける哲学と
宗教の対話の可能性を探る。ベッサリオンは
アリストテレスの『形而上学』やクセノポン
の『ソクラテスの思い出』などを訳したばか
りでなく、当時のアリストテレス主義者と論
争したプラトン主義者として著名であるの
で、本研究課題の適切なテスト・ケースと言
えよう。この課題は三嶋が遂行する。 
 
（５） 以上の、代表者と分担者の個別研究
の成果を互いに照合することで、哲学と宗教
の対話の可能性をめぐる思索についての各
時代・各地域の特徴を浮かび上がらせる。そ
の際、それぞれの時代の思想史的連関を明ら
かにすることを目指すとともに、そこで得ら
れる知見が現代の倫理的諸問題に関してど
のような示唆を与えるかという問題意識を
常に持ちつつ、研究を遂行する。 
 
３．研究の方法 
本研究の方法は、個人研究と共同研究の組み
合わせによる。 
 
（１）研究代表者、および研究分担者の各人
が、それぞれの担当分野におけるテキストの
読解と二次文献の精査を基に、国内外の研究
者との討論や資料収集などを通じて各自の
見解を彫琢する。 
 
（２）研究発表会において、研究代表者およ
び分担者の個別研究を相互の批判的な対論
の中で検討する。その際、場合によっては内
外のゲスト・スピーカーを交えることによっ
て、より開かれた視点から各自の研究を検討
する。 
 



本研究は、この二つのフィードバックの中で
遂行される。 
 
４．研究成果 
 
（１） 古代ユダヤ思想に関しては関根が以
下のような成果を得た。 
① 研究課題の「ヘブライズム・キリスト教」
の宗教倫理を、「ヘレニズム」・ギリシアの実
践哲学と「対話」する方法を用いて、西洋倫
理思想の源流の系譜と本質を明らかにする
著作『ギリシア・ヘブライの倫理思想』を纏
めた。この著作はそれぞれの筋の通った概観
を提供し、その上で両者を比較して、共通
点・相違点を別抉したものである。 
② 編著『アブラハムのイサク献供物語 ア
ケダー・アンソロジー』を上梓した。これは
テクスト解釈と研究史を批判的に検討俯瞰
したもので、宗教と哲学の対話について、ヘ
ブライズム・キリスト教の典型的な例を纏め
ることができた。この書は分担者の高橋ら、
本科研費の研究ネットワークと関わる共同
作業の成果でもある。 
③ 2013 年の夏にアテネで開催された国際
哲学会のシンポジウム「宗教と哲学」におい
て発表し、宗教と哲学との間の批判的対話こ
そが、両者の意義・意味を豊かにすることを
明らかにし、それを敷衍する英語の著作
Philosophical Interpretations of the Old 
Testamentを出版した。本研究の国際的発信
として銘記しておきたい。 
 
 
（２） 古代ギリシア哲学に関しては高橋が、
プラトンはその著『国家』において自由の概
念を明らかにしたという自身の従来の研究
に基づき、ポリスの経済と自由との関係を明
らかにする成果をあげ、それを国際学会にお
いて発表した。またそれを踏まえて、プラト
ンの自由概念が最終的には哲学を始める自
由に収斂することを明らかにした。また、そ
の自由が『国家』以降の対話篇である『パイ
ドロス』やプラトン最後の著作『法律』で展
開されている「自らを動かす動」としての魂
の定義と関わること、そして始める自由を有
する魂で、善き魂に対しては、神は決して無
関心ではないことをテキストに基づき跡付
けた。 
 
（３） アウグスティヌスに関しては出村が、
アウグスティヌスがパウロ書簡解釈を通じ
て、神である知恵を愛する生き方としてのフ
ィロソフィアを教会や修道生活という信仰
共同体理解のまさに基本に据えていたこと
を跡づけた。また、アウグスティヌスの『イ
ザヤ書』解釈にもとづき彼の「信仰と知」の
問題を検討し、またマニ教論駁を背景とした
彼のパウロ書簡の解釈に定位した「意志」や
「恩恵」に関わる「心 cor」の神学の骨格と
「哲学」との関係を跡づけた。これらの成果

は出村の単著に収められ、さらにその後、
「心」の概念の中国思想や日本の伝統思想、
さらには日本のキリシタン思想における展
開も明らかにした。 
 
（４） ベッサリオンに関しては三嶋が、ベ
ッサリオンの主著の精密な読解と彼の論敵
だったゲオルギオス＝トラペズンティオス
との論争を正確に跡付け、文献学者としての
ベッサリオンの意義について明らかにした。
具体的には、ラファエロ『アテナイの学堂』
の図像の背後に潜む、15 世紀イタリア・ルネ
ッサンスにおけるプラトン、アリストテレス
とキリスト教の関係をめぐる論争の思想的
背景に光を当てる論考と、古典文献学に対し
てベッサリオンが果たした貢献をプラトン
並びに新約聖書の校訂を中心に紹介する論
考とを発表した。 
 
（５） 本研究のような人文の古典研究が現
代の倫理的・宗教的諸問題にいかなる意義が
あるのかという点に関しては、研究期間中に
起こった東日本大震災によって、当初の計画
以上に代表者・分担者ともに真剣に向き合う
こととなった。それにより、代表者である関
根は、講演や対談、論文を通じ、哲学と宗教
の対話の一つの成果として、従来の哲学が宗
教的な神を括弧に入れて≪存在の所与性≫
ばかりを語って来たが、実は≪存在の所奪性
≫への考察を補完しなければならないので
はないかといった自省と提言を公けにして
いる。 
また高橋は、若い世代に向けた一般書にお
いて、ソクラテスの「無知の自覚」と専門知
としての科学技術との関係、さらに日常にお
ける哲学・倫理学の意義を明らかにした。 
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